
横瀬川ダム建設工事による環境への影響を審議します

～『令和元年度 横瀬川ダムモニタリング委員会』の開催について～

中筋川総合開発工事事務所では、横瀬川ダム建設事業が環境に与える影響を把

握するためのモニタリング調査をダム計画段階より継続して行っています。

今年度、横瀬川ダムは本体建設工事の施工を終え、10月より試験湛水を実施し

ており、その間実施したモニタリング調査の結果に関して、専門家から指導・助

言を頂き、ダム建設工事が環境に与える影響を判断するため、「令和元年度 横

瀬川ダムモニタリング委員会」を開催いたします。

日 時：令和２年２月７日（金）１３：３０～１６：１５

場 所：国土交通省 四国地方整備局 中村河川国道事務所

別館２階 第１第２会議室

〒787-0015 四万十市右山２０３３－１４

※ 同日の午前中、横瀬川ダムにて現地視察を行います。

詳細につきましては、別添資料のとおりです。

本事業は、四国圏広域地方計画広域プロジェクト【№1 南海トラフ地震を始めと

する大規模自然災害等への「支国」防災力向上プロジェクト】に該当します。

令和２年 ２月 ３日

四 国 地 方 整 備 局

中筋川総合開発工事事務所

問 い 合 わ せ 先

国土交通省四国地方整備局 中筋川総合開発工事事務所

ＴＥＬ （０８８０）６６－２５０１（代表）

副 所 長 森本 修 三（内線２０４）
もりもと しゅうぞう

◎調査設計課長 弘田 真 一（内線３５１）
ひ ろ た しん いち

◎主な問い合わせ先



別添資料

『令和元年度 横瀬川ダムモニタリング委員会』の開催について

１．開催日時及び場所

日 時：令和２年２月７日（金）

１１：１０～１２：００ 現地視察

１３：３０～１６：１５ 委員会

場 所：横瀬川ダム及び国土交通省 四国地方整備局 中村河川国道事務所

別館２階 第１第２会議室

会場案内図 別紙１ のとおり

２．概 要

横瀬川ダム建設事業による環境への影響を把握するモニタリング、予測された影

響に対する環境保全措置の実施等に関して、専門家から指導・助言を頂くために、

「横瀬川ダムモニタリング委員会」を開催します。

３．議事次第 別紙２ のとおり

４．委員名簿 別紙３ のとおり

５．委員会の一般傍聴

傍聴を希望される方は、受付に設置の「一般傍聴者受付簿」に、必要事項

（住所・氏名）をご記入下さい。なお、一般傍聴席の受付は１３：１５開始とし

ます。お席については一定数を確保しておりますが、満席になり次第受付を終

了させていただきますので、その際はご了承ください。（記者席は別途確保し

ています。）なお、希少動植物の保護の観点から、資料の一部を非公開とさせ

て頂きます。

※傍聴される方へのお願いについて、報道関係者の方は別紙４ 、一般の方は

別紙５ をご参照ください。



令和元年度 横瀬川ダムモニタリング委員会の会場について 

国土交通省 四国地方整備局 中村河川国道事務所 別館２階 第１第２会議室 

〒787-0015 四万十市右山２０３３－１４ 

会場案内図 

別紙１ 



令和元年度 横瀬川ダムモニタリング委員会 

日 時：令和２年２月７日（金）１３：３０～１６：１５ 

場 所：国土交通省 四国地方整備局 中村河川国道事務所 

別館２階 第１第２会議室 

〒787-0015 四万十市右山２０３３－１４

【 議事次第 】 

1. 開 会

2. 国土交通省中筋川総合開発工事事務所長 挨拶

3. 議 事

(1) 事業の実施状況

(2) モニタリング調査結果及び今後の調査計画

(3) モニタリング調査結果の評価と対策

(4) 今後の工程

4.閉 会

※ 希少動植物の保護の観点から、一部非公開とさせて頂きます。

別紙２ 



委員氏名 現　　職

　 石川
いしかわ

　和男
か ず お 学校法人松山東雲学園　松山東雲女子大学

名誉教授

石川
 いし かわ

　愼吾
しん ご

高知大学　名誉教授

木下
きのした

　泉
いずみ 高知大学　教育研究部　総合科学系

黒潮圏総合科学部門（総合研究センター）　教授

杉村
すぎむら

　光俊
みつとし

（公社）トンボと自然を考える会　常務理事

藤原
ふじわら

　拓
たく 高知大学　教育研究部　自然科学系

農学部門　教授

吉冨
よしとみ

　博之
ひろゆき 愛媛大学　農学部

環境昆虫学研究室　准教授

（五十音順、敬称略）

横瀬川ダムモニタリング委員会　委員名簿

別紙３



別紙４

「令和元年度 横瀬川ダムモニタリング委員会」

報道関係者の方へのお願い

（取 材）

１）取材される報道関係者の方は、受付において「報道関係者受付簿」

に必要事項を記入し、「報道」と記載されたプレ－トを着用して下さ

い。

２）報道関係者の方は、会議場内において次の事項を遵守して下さい。

① あらかじめ用意された席で取材願います。

② ビデオ・カメラ等の撮影位置は事務局席までとし、それより前列

には立ち入らないで下さい。

③ 携帯電話は電源を切るかマナーモードにして使用しないでくださ

い。

④ 報道関係者用の席でＰＣ等の使用は、議事や他の傍聴者の迷惑に

ならない限り可能です。なお、取材に必要な電源は各社で用意して

ください。

（公開・公表）

３）委員会の公開・資料公表等の取り扱いについては、本委員会の中で

審議されることとなっていますが、以下のとおりお願いします。

① 本委員会では、希少動植物の生息場所が特定できるような事項に

ついて審議することが予想されますが、これらは報道内容に含まな

いようお願いします。

② 本委員会の非公開の決議があったとき又は委員長が退場を指示し

た時は、速やかに退場して下さい。

③ 希少動植物の保護の観点から委員と報道関係者の資料は異なるも

のを配布する場合があります。

④ 審議中発言された委員の個人名は報道しないようお願いします。



別紙５

「令和元年度 横瀬川ダムモニタリング委員会」

傍聴される方へのお願い

（趣 旨）

この要領は、「令和元年度 横瀬川ダムモニタリング委員会（以下「委

員会」という。）の議事を円滑に進めるため、傍聴に関し必要な事項を定

めたものです。

（傍 聴）

１）会議を傍聴される方は、会議場に入室する前に受付において「傍聴者

受付簿」に必要事項を記入して下さい。

２）委員会の円滑な進行のため、傍聴者は会議場内において次の事項を

遵守して下さい。

①発言、私語、談論などしないこと

②希少動植物の生息場所等が特定できるような事項について、許可なく

写真やビデオ撮影、録音などをしないこと。

③会議中、携帯電話は電源を切るか、マナーモードに切り替えること。

３）委員長は、傍聴者が前項に掲げる事項を遵守しない時は、傍聴者を

退場させることがあります。

４）本委員会の非公開の決議があったとき又は委員長が退場を指示した

時は、速やかに退場して下さい。

５）希少動植物の保護の観点から委員と傍聴者の資料は異なるものを配布

する場合があります。

６）以上のほか、傍聴者は事務局職員の指示に従ってください。




